
館山法人会報
  TATEYAMA　HO-JIN　KAIHOU　

法人会の新たな「理念」
法人会は税のオピニオンリーダーとして
企業の発展を支援し　地域の振興に寄与し
国と社会の繁栄に貢献する
経営者の団体である

マイナンバー社会保障・税番号制度
平成28年度から個人住民税の給与天引き
第43回通常総会・表彰式　 国税納付の猶予制度
館山税務署の人事異動　署長あいさつ・優良申告法人表敬
平成28年度税制改正要望　 理事会・委員会・部会の動き
女性部会視察研修報告　 今後の事業実施予定
研究進む｢ゲノム編集｣生命の設計図を自在に操作
正しいメガネレンズのお手入れ　 1日人間ドックお知らせ

このシール
を切り取り決算書の別表右下欄に貼付して

主 な 内 容
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ビューポイントの整備へプロジェクト始動
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平成28年度から個人住民税の
給与天引きを徹底します。

事業主の皆様への千葉県と管内市町からの大事なお知らせ

所得税の源泉徴収義務がある給与等の支払者には、個人住民税の特別徴収を実
施する義務がありますので、平成 28年度までに準備をお願いいたします。

●特別徴収とは
　所得税の源泉徴収と同じように、事業主（給与支払者）が毎月従業員等（納税
義務者）に支払う給与から個人住民税を天引きし、従業員等に代わり市町村に納
入していただく制度です。
　原則として、アルバイト、パート、役員等を含む全ての従業員から特別徴収する
必要があります。

●特別徴収の制度

※  従業員が常時10名未満の場合は、市町村長の承認を受けることで、年12回の納期を12月と６
月の２回とすることができます。（納期の特例）

●例外として普通徴収が認められる場合があります

●問合せ先
特別徴収の制度の概要に関すること
千葉県総務部税務課特別滞納処分室 ☎ 043-223-3098
千葉県総務部市町村課税制班 ☎ 043-223-2133
特別徴収の手続きに関すること
館山市 税務課 ☎0470-22-3262 南房総市 税務課 ☎0470-33-1023
鴨川市 税務課 ☎04-7093-7832 鋸南町 税務住民課 ☎0470-55-2113

ホームページに掲載されています。
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めざします　企業の繁栄と社会への貢献

総会　平田会長あいさつ

平成27年度

第
四
十
三
定
時
総
会

役
員
改
選

記
念
講
演

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

　
　
　

平
田
会
長
・
佐
藤
副
会
長
退
任

新
会
長
に　

本
間　

亨 
氏
を
選
出

　
　
　

副
会
長
に　

秋
山　

準
治 

氏

　
　
　

新
常
任
理
事
に

　
　
　
　
　
　

安
田
三
喜
夫 

氏
（
那
古
船
形
三
芳
支
部
長
）

　
　
　
　
　
　

望
月　
　

昇 

氏
（
北
条
第
一
支
部
長
）

　
　
　
　
　
　

川
名　

陽
一 

氏
（
鴨
川
北
支
部
）

記
念
講
演
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
岩
田
公
雄
氏

演
題
は

　
　
「
今
後
の
日
本
の
政
治
と
経
済
」

　
　
　
　

社
会
貢
献
事
業
と
し
て
一
般
住
民
も
聴
講
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感
謝
状
・
表
彰
状
の
贈
呈

表  

彰  

式
退
任
役
員
４
名
・
会
員
増
強
優
秀
者

６
名
に
感
謝
状
・
表
彰
状

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
法
連
会
長
表
彰

県
法
連
会
長
表
彰

図　書
貸します
見本あります
お
問
合
せ
は
、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

助成金奨励金などを解説
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猶予を受けるための具体的な手続きについては、
税務署（徴収担当）にご相談ください。
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留
任
の
あ
い
さ
つ

館山税務署長

館
山
税
務
署
７
月
の
人
事
異
動

尾
部
署
長
留
任

　
　
　
　

納
税
推
進
・
協
力
体
制
を
確
認

　
　
　
　

歓
迎
行
事
館
山
税
務
懇
話
会
特
別
例
会
開
く

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
公
正
公
平
な
税
務
行
政
を
推
進

館山税務懇話会
＝納税協力 10団体＝

公益社団法人
館山法人会 本 間　　 亨

一般社団法人
館山青色申告会 髙 木　 一 康

千葉県税理士会
館山支部 渡辺重太郎

館 山 間 税 会 宮 沢　 治 海

館山税務署管内
納税貯蓄組合連合会 鈴 木　 亮 二

千葉県酒造組合
安房支部 亀 田　 雄 司

館 山 商 工 会 議 所 杉 井　 繁 樹

安房郡市
商工会長協議会 松 井　　 旭

館山小売酒販組合 今 井　 義 明

千葉県卸酒販組合
安房支部 川 名　 光 俊
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離
任
の
あ
い
さ
つ

前館山税務署
法人課税第１部門
調査官（審理担当）

離
任
の
あ
い
さ
つ

前館山税務署
法人課税第１部門
統括官
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館
山
署
新
体
制

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
①前任部署
②出身地
③趣味

署　長

①留任
②兵庫県
③トレッキング
　サッカー

①留任
②茨城県
③ドライブ

徴収部門
統括官

①東京上野
　法人３統括官
②北海道
③ランニング
　体力づくり

法人課税第１部門
統括官

①留任
②千葉県
③水泳

管理運営第２部門
統括官

①神田
　資産 上席
②長崎県
③読書

資産課税部門
統括官

①留任
②福島県
③スポーツ観戦
　ゴルフ

総務課長

①留任
②山口県
③ギター
　健康づくり

個人課税第１部門
統括官

①荏原
　法人２ 上席
②静岡県
③ドライブ

法人課税第２部門
統括官

①留任
②宮城県
③読書
　ウォーキング

管理運営第１部門
統括官

①成田 個人
　連絡調整官
②宮城県
③旅行

個人課税第２部門
統括官

①新宿
　法人１ 上席
②福島県
③ウォーキング

法人課税第１部門
調査官（審理担当）

優良申告法人表敬 房州物流株式会社・株式会社おどや・株式会社亀屋本店

法人名　房州物流株式会社
本店所在地　館山市館山95番地
代表者名　代表取締役　本間亨
ホームページ
　　http://www.bousyu.co.jp/
事業内容
　　内航運送業、はしけ運送事業、
　　沿岸荷役業、自動車整備業、
　　貨物自動車運送取扱事業、
　　貨物運送取扱事業
支店　木更津市、横浜市
営業所　館山市、鴨川市
整備工場　館山市
資本金　8,400万円　従業員　118名

法人名　株式会社おどや
本店所在地　館山市北条2,617番地
代表者名　代表取締役　佐生尚信
ホームページ
　　http://www.odoya.com/
事業内容　スーパーマーケット
支店等　スーパー22店舗
　　　　書店２店舗
　　　　100円ショップ２店舗
資本金　1,000万円
従業員　1,020名

法人名　株式会社亀屋本店
本店所在地　鴨川市内浦 458 番地
代表者名　代表取締役　末吉晃一
ホームページ
　　http://kameyahonten.com/
事業内容　菓子及び食料品の
　　　　　製造販売及び卸売業
主要製品　鯛せんべい、鯛みそ、
　　　　　蒸しあわび、あわび姿煮、
　　　　　びわゼリー
支店等　９店舗（鴨川市、館山市、
　　　　南房総市、東金市）
資本金　4,000万円
従業員　59 名
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館山税務署新旧幹部等名簿 （平成27年7月10 日付）
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平成28年度

税
制
改
正
要
望

中
小
企
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
税
制
の
提
言
を

提
言
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　平成28年度　税制改正要望事項（館山法人会）

各
単
位
法
人
会
が
県
連
を
通
じ
て
全
法
連
へ
提
出
し
た

　
　
　

要
望
事
項
を
ベ
ー
ス
に
し
て

　
　
　

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
を
取
り
ま
と
め

法
人
会
全
国
大
会
で
主
旨
説
明
を
し
た
後

　
　
　

政
府
な
ど
関
係
機
関
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

全
法
連

　

平
成
28
年
度
「
税
制
改
正
提
言
」
作
成
の
方
針

　
　

現
在　

法
人
実
効
税
率
20
％
台
の
早
期
実
現

　
　
　
　
　

事
業
承
継
税
制
の
確
立
を
柱
に
取
り
ま
と
め
中
で
す

十
月
八
日
開
催

法
人
会
全
国
大
会
徳
島
大
会
で
提
言

平成28年度 税制改正に関する検討テーマ
課題

総
　
論

経済活性化 ・ 法人税実効税率の引き下げ
・ 中小企業の活性化に資する税制

財政健全化
・ 健全化への道筋
　（基礎的財政収支の赤字半減

・黒字化の達成）

社会保障制度 ・ 持続的な社会保障制度の確立
・ 企業への保険料負担のあり方

行政改革の徹底 ・ 国・地方における無駄の削減

国と地方
・ 地方創生
・ 道州制の導入
　（地方への権限委譲と税源の委譲）

各
　
論
法人税

・ 法人税実行税率 20％台の早期実
現と代替財源

・ 中小企業の軽減税率・投資促進税
制等の本則化

個人所得税 ・ 所得税の抜本改革

消費税 ・ 軽減税率とインボイス
・ 転嫁対策

資産課税 ・ 相続税・贈与税
・ 事業承継税制の確立

地方税 ・ 固定資産税の課税適正化

その他
・ 震災復興
・ 番号制度
・ 租税教育　等
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事
業
の
執
行
状
況
報
告

新
年
度
事
業
計
画
ほ
か
審
議

理 

事 
会 
等

税
制
委
員
会

新年度第１回理事会　4月 23日

第 1回広報委員会　7月 22日

会
報
編
集
会
議

福
利
厚
生
制
度
「
三
年
一
〇
億
増

収
推
進
計
画
推
進
会
議
」
を
開
催

チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ー
リ
ン
グ
で
社
会
貢
献

広
報
委
員
会

厚
生
委
員
会

青
年
部
会

第 1回税制委員会　5月 26日

二
十
八
年
度
税
制
改
正
要
望
協
議
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第 36回定期総会　5月 12日

第 28回定期総会　5月 27日

地
域
社
会
へ
積
極
的
な
貢
献

「
無
理
な
く
節
電
」パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

女
性
部
会
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税
務
研
修

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」

医
療
部
会

定期総会　6月 1日

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

研
修
を
実
施

源
泉
研
究
部
会

第 40回定期総会　5月 27日
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女
性
部
会
視
察
研
修
報
告

東
京
ド
ー
ム　

宇
宙
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
Ｔ
ｅ
Ｎ
Ｑ
」

　
　
　
　
施
設
コ
ン
セ
プ
ト　
〝
宇
宙
を
感
動
す
る
〞　

を
満
喫

海
の
玄
関
・
横
浜
港
の
守
り　

横
浜
税
関

横浜税関前

税

税関イメージキャラクター
カスタム君

宇宙をテーマにしたミュージアムス
トア。TenQオリジナルグッズをは
じめ、宇宙食や雑貨、書籍など、
幅広いグッズを取り揃えている。
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今 後 の 事 業 実 施 予定



18

■ 

飛
躍
的
に
効
率
向
上

■ 

進
む
品
種
改
良

■ 

受
精
卵
を
改
変

産
経
新
聞
科
学
部
記
者　

伊
藤　

壽
一
郎
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伊
藤
壽
一
郎
（
い
と
う
・
じ
ゅ
い
ち
ろ
う
）

東
京
都
生
ま
れ
。
学
習
院
大
学
卒
業
後
、
産

経
新
聞
社
に
入
社
し
、
文
化
部
、
経
済
部
、

社
会
部
な
ど
を
経
て
２
０
０
２
年
か
ら
科
学

部
。
現
在
は
文
部
科
学
省
の
科
学
技
術
部
門

を
担
当
し
、原
子
力
か
ら
地
震
、宇
宙
、物
理
、

化
学
、
生
物
、
Ｉ
Ｔ
ま
で
、
幅
広
い
分
野
を

取
材
対
象
と
し
て
い
る
。
著
書
に
「
生
き
も

の
異
変　

温
暖
化
の
足
音
」（
共
著
、
扶
桑

社
刊
）、「
新
ラ
イ
バ
ル
物
語　

闘
い
が
生
む

現
代
の
伝
説
」（
共
著
、
柏
書
房
）
な
ど
が

あ
る
。

ガ
ラ
ス
レ
ン
ズ
と

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
レ
ン
ズ

レ
ン
ズ
を
長
持
ち
さ
せ
る

お
手
入
れ
方
法
は

堀
洋
一
郎
（
ほ
り
・
よ
う
い
ち
ろ
う
）

１
９
８
０
年
中
央
大
学
理
工
学
部
物
理
学
科
卒
。

ソ
ニ
ー
マ
グ
ネ
ス
ケ
ー
ル
株
式
会
社
を
経
て
、

１
９
９
０
年
株
式
会
社
エ
フ
シ
ー
ジ
ー
総
合
研

究
所
入
社
。
現
在
、
同
社
暮
ら
し
の
科
学
部
生

活
科
学
研
究
室
上
席
研
究
員
。

正
し
い
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
の
お
手
入
れ

㈱
エ
フ
シ
ー
ジ
ー
総
合
研
究
所 

上
席
研
究
員　

堀　

洋
一
郎
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会 報
発 行 年 月 日
発 行 責 任 者
編 集 責 任 者
発 行 者
電 話
Ｆ Ａ Ｘ

第 110 号
平成 27 年 8月 25 日
本間　　亨
友野　　修

館山法人会
0470̶22̶1389
0470̶23̶3195

編
集
後
記

　

鴨
川
松
島
は
、
鴨
川
漁
港
の
南
に
位
置
し
、
荒
島
、
弁
天
島
、
雀
島
、
鵜
島
、
な
ど
大
小
７
つ
の
島
と
、

周
辺
に
点
在
す
る
岩
礁
の
総
称
。荒
島
と
弁
天
島
に
は
橋
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、直
接
渡
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
本
三
景
の
松
島
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
景
観
か
ら
、
外
房
随
一
の
名
勝
と
し
て
「
新
日
本
百
景
」
に
選
ば

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
と
こ
ろ
絶
景
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
県
道
浜
波
太
港
線
そ
し
て
八
岡
海
岸

に
至
る
道
が
、
流
れ
着
い
た
ご
み
や
斜
面
の
竹
林
や
雑
木
が
繁
茂
し
て
眺
望
を
妨
げ
て
い
た
。

　

今
回
、
眺
望
復
活
、
愛
さ
れ
る
「
鴨
川
松
島
」
に
向
け
て
、
志
あ
る
団
体
・
個
人
が
結
束
、「
鴨
川
松
島

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
活
動
。

　

現
在
、
竹
や
樹
木
の
伐
採
、
海
岸
ま
で
お
歩
道
整
備
、
ご
み
清
掃
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
更

に
遊
歩
道
の
整
備
や
ト
イ
レ
設
置
な
ど
、
魅
力
倍
増
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

協
議
会
事
務
所
・
鴨
川
青
年
の
家 

電
話　

０
４
（
７
０
９
３
）
１
６
６
６

　

鴨
川
市
観
光
協
会 

電
話　

０
４
（
７
０
９
２
）
０
０
８
６

【
表
紙
】
外
房
随
一
の
名
勝　

鴨
川
松
島


